国際連携2015-3-02

２０１５年度 第2回国際連携タスクフォース 議事録(案)




　
 国連CEFACT日本委員会 一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会

１．開催日時　：　2015年8月26日（水）　14:00～17:00
２．開催場所　：　機械振興会館6階　6-61会議室
３．出 席 者　： （順不同・敬称略）　
特別会員
石垣　充
一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会

幹事会員
河野　祐一
住友化学株式会社
幹事会員
内藤  和弘
小島プレス工業株式会社
幹事会員
藤野　裕司
データ・アプリケーション株式会社
幹事会員
貴田  隆行
株式会社NTTデータ
幹事会員
遠城　秀和
NTTデータシステム技術株式会社


正　会員
土岐　洸平
株式会社テクノロジックアート

正　会員
加藤　重雄
パティオシステムズ株式会社


正　会員
永壽　拓宏
株式会社オージス総研


正　会員
湊本  智昭
株式会社 ワイ・ディ・シー


正　会員
宮崎  暁久
富士通エフ・アイ・ピー株式会社


正　会員
奥田　充
三菱商事株式会社


賛助会員
鈴木　耀夫
NPO法人観光情報流通機構
賛助会員
川内　晟宏
特定非営利活動法人ITコーディネータ協会

事 務 局
菅又　久直
一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会
事 務 局
斉藤　良一
一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会
出席者16名
４．議事概要　
藤野リーダーにより第２回国際連携タスクフォースは以下の議事次第で進行した。

４－１．第１回国際連携タスクフォース議事録確認

・前回議事録の確認を行った。（資料：国際連携2015-2-02）
・特に質疑は無かった。

４－２．グローバルサプライチェーンＩＴ基盤フレームワーク進捗状況

1 資料及びスライド（資料：国際連携2015-2-03）に基づき貴田委員の説明があった。
・「グローバルSCM情報共有の目指す姿」「2015年度活動スコープ案」「2015年度検討会の流れ」などの説明があった。
・現在の進捗は第１回検討会（9月24日）に向けた分科会を数回行っておりほぼ予定どおりに進んでいる。
2 上記に関して河野委員から､9月にNACCSを訪問するので石油業界の要望を伝える予定である旨の発言があった。

４－３．グローバルサプライチェーン・ラウンドテーブル開催計画

事務局の菅又より｢グローバルSCM情報共有基盤の構築に向けて｣と題するラウンドテーブル開催計画についての説明があった。（資料：国際連携2015-2-04）

・タイトルの妥当性､プログラム､アンケート内容､参加候補者などの検討を行った。

・タイトルは異論なし

・プログラムに関する意見を取り入れる方向（ファシリテータは変更なし、内容の変更あり）

・遠城ファシリテータ：NACCS関連、CEDIの取組を前提にするなど
・河野ファシリテータ：有志発表は小島プレスの事例を取り上げるなど

・アンケート内容に関しては、本日の意見を反映させる

・参加候補者については若干の候補者が挙がったが、基本的には現在の候補者を中心に２０名ほどにする方針

４－４．グローバルネットワークの相互運用性検討進捗状況

藤野リーダーより相互運用性検討状況の進捗説明があった。（資料：国際連携2015-2-05）

・チーム１からチーム４までのチーム制で進めている。このうちチーム１とチーム２は既に予定の活動を終了している。今後はチーム３、チーム４に合流する。

・チーム３、チーム４の調査内容の説明及び今後のスケジュールが明示された。

・特に質疑なし

・藤野氏から、 2020年にISDNが無くなることに伴う 「レガシーEDIをインターネットEDIへ移行する問題」について、「ユーザーとベンダー双方の混乱を如何に少なくするかがもっとも重要」との説明があった。本件はSIPSとも連携したいという要望。
《参考》前回の議事録1部抜粋

今年度のネットワーク相互運用性チームメンバーは次の通り。
谷川　伸司
キヤノンITソリューションズ株式会社
　須田　尚克
TIS 株式会社
　宮崎  暁久
富士通FIP株式会社
　湊本  智昭
株式会社YDC

  永壽　拓宏
株式会社オージス総研
　＊本日欠席のインテック株式会社にも参加を依頼する。
５．その他

５－１．e-Asia賞の応募について

・今年のe-Asia賞は小島プレスが応募した。「インダストリー4.0に対応した中小企業向けビジネスプラットフォームの構築」（資料：国際連携2015-2-06）

・発表は今年の１２月７日から開催されるAFACT（テヘラン）で行われる。小島プレスからは海外担当の専務が出席予定。
５－２．国連CEFACT議長の来日について

・国連CEFACTのLance THOMPSON議長とのミーティングが9月1日開催される。（場所は鉄鋼会館）
・日本側の出席者及び予想される意見交換のテーマに関する説明があった。（事務局菅又）（資料：国際連携2015-2-07）

・SIPSとしては議長とのミーティングの機会をとらえて､その基本的な考え方である『メッセージはビジネスプロセスから発生する』『スタンダードは相互運用性を目指している』などを国連の中に展開していきたい。

５－３．2016年AFACT会議の日本開催について

・2016年のAFACT会議は日本での開催となった。
・候補地などふさわしい場所があれば推挙下さい。

５－４．次回TF開催予定

・次回のＴＦ開催は次の日時となった。


第3回国際連携タスクフォース会議　10月16日（金）14:00~17:00
　　　　場所：機械振興会館　6階62号室
　
配布資料 一覧：　
　　
国際連携2015-2-01　第2回国際連携TF議事次第
国際連携2015-2-02　第1回国際連携タスクフォース会議議事録案

国際連携2015-2-03　GSC IT基盤フレームワーク進捗

国際連携2015-2-04　GSCラウンドテーブル開催計画 

国際連携2015-2-05　GNTWK相互運用性検討進捗 

国際連携2015-2-06　e-Asia賞応募案件
国際連携2015-2-07　国連CEFACT議長との意見交換テーマ
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